
名　古　屋　陵　水 ２００６年１月１日　第２４号（１）

　

陵
水
会
名
古
屋
支
部
の
皆
様
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
は
陵
水
会
活
動
に
格
別
の
ご
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
承
知
に
よ
う
に
我
々
の
母
校
滋

賀
大
学
は
国
立
大
学
法
人
と
な
り
、

構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
収
入
の
大

半
を
占
め
る
運
営
費
交
付
金
は
年
々

１
％
づ
つ
削
減
さ
れ
て
い
く
中
で
、

大
学
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は
優

秀
な
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
滋
賀
大
学
を
学
生
に

と
っ
て
魅
力
的
な
大
学
と
す
る
た
め

に
、
陵
水
会
は
堀
川
理
事
長
を
中
心

に
滋
賀
大
学
経
済
学
部
を
積
極
的
に

支
援
し
て
お
り
、
従
来
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
企
業
担
当
の
陵
水
協
力

講
義
や
陵
水
懇
話
会
等
に
加
え
、
新

た
に
O
B
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
陵
水
懇

話
会
や
協
力
講
義
、
学
習
支
援
室
の

設
置
等
多
く
の
支
援
事
業
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
支
援
事
業
を
今
後
も
積

極
的
に
行
う
た
め
に
は
資
金
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
陵
水
会
名

古
屋
支
部
と
し
て
は
次
の
方
針
で
陵

水
会
費
を
少
し
で
も
多
く
集
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①　

会
費
の
納
入
率
を
ア
ッ
プ
す
る

た
め
に
本
部
会
費
と
支
部
会
費
を
一

括
で
口
座
か
ら
引
落
し
さ
せ
て
い
た

だ
く
制
度
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

会
費
請
求
の
際
、
引
落
し
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②　

①
の
会
費
以
外
に
一
口
千
円
の

賛
助
会
費
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

③　

陵
水
会
年
報
や
名
古
屋
陵
水
へ

の
広
告
掲
載
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
へ
の
若
い
世
代
の
出

席
率
を
高
め
る
た
め
に
、
後
輩
に
声

を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
是
非
と

も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
在
校
生
の
４
分

の
１
は
、
大
変
勉
強
熱
心
な
女
子
学

生
で
す
。
た
ま
た
ま
私
は
、
昨
年
の

　

月
に
大
学
で
陵
水
協
力
講
義
を
担

１１当
し
た
と
こ
ろ
受
講
生
二
百
名
の
内

３
分
の
２
が
女
子
学
生
で
し
た
。
今

後
は
、
彼
女
達
を
い
か
に
総
会
に
参

加
し
て
も
ら
う
か
が
大
き
な
課
題
と

な
る
と
思
い
ま
す
。
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生
涯
の
趣
味
を

◆
年
頭
に
目
標
を
立
て
る
の
は
常
で

あ
る
が
、
そ
の
実
行
達
成
度
は
残
念

な
が
ら
芳
し
く
な
い
。
特
に
余
暇
を

楽
し
む
趣
味
を
見
い
だ
す
と
の
宣
言

は
、
月
を
重
ね
つ
つ
知
ら
ぬ
間
に
彼

方
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
◆
「
男
は　
１３

の
趣
味
を
持
て
」
若
い
こ
ろ
上
司
か

ら
言
わ
れ
た
言
葉
だ
。
数
多
い
嗜
み

は
仕
事
に
私
生
活
に
役
立
つ
と
い
う

も
の
。
◆
別
の
上
司
は
「
好
奇
心
・

向
学
心
は
死
ぬ
ま
で
持
て
」
と
言
っ

た
。
好
み
に
凝
り
固
ま
ら
ず
新
し
い

も
の
に
接
す
る
こ
と
で
、
頭
や
心
の

若
さ
は
維
持
で
き
る
と
い
う
も
の
。

◆　

と
い
え
ど
も
気
持
ち
の
若
さ
は

４８
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
。
一
年
、
一

月
、
一
日
、
出
来
る
だ
け
短
く
時
間

を
区
切
り
目
標
を
立
て
る
の
が
よ
い
。

実
現
性
も
高
ま
る
し
達
成
度
も
確
実

に
味
わ
え
る
か
ら
だ
。
◆
２
０
０
６

年
は
東
京
単
身
生
活
３
年
目
。
と
か

く
大
変
だ
と
言
わ
れ
る
単
身
生
活
を

逆
に
チ
ャ
ン
ス
と
発
想
を
変
え
て
み

た
い
。
東
京
は
ど
こ
よ
り
も
多
く
芸

術
文
化
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
所

で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
見
聞
の
機
会

を
創
り
生
涯
の
趣
味
を
見
い
出
し
た

い
。
◆　

は
下
り
坂
で
な
く
、
ま
だ

４８

５
合
目
の
上
り
坂
な
の
で
あ
る
。

還
暦
を
迎
え
想
う
こ
と

　

こ
こ
ろ
よ
く
、
我
に
働
く
仕
事
あ

れ
、
そ
れ
を
仕
遂
げ
て
死
な
む
と
思

う
（
啄
木
）
日
残
り
て
昏
る
る
に
い

ま
だ
遠
し
（
周
平
）
還
暦
を
迎
え
る

に
あ
た
り
斯
様
な
言
葉
が
浮
か
ん
で

来
た
。
穏
や
か
な
晩
年
を
迎
え
る
事

が
出
来
た
ら
と
い
う
淡
い
期
待
の
表

れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
想
う
に
つ
れ

て
も
余
り
に
正
反
対
な
時
の
流
れ
で

あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
転
籍
・
早

期
退
職
・
年
金
基
金
の
解
散
等
様
々

な
試
練
が
、
我
々
世
代
に
襲
っ
て
き

て
い
る
。
遂
に
数
値
未
公
開
の
ま
ま

歴
史
の
闇
の
中
に
葬
り
さ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
程
の
巨
額
な
不
良
債
権
を
抱

え
頓
挫
し
た
銀
行
の
姿
に
、
太
平
洋

戦
争
で
海
の
藻
屑
と
化
し
た
戦
艦
大

和
が
ダ
ブ
ッ
て
く
る
。
昭
和
期
の
第

２
の
敗
戦
で
あ
る
。
不
良
債
権
以
外

に
も
少
子
化
・
財
政
赤
字
等
様
々
な

難
問
が
山
積
し
て
い
る
が
、
解
決
で

き
る
の
は
元
気
な
I
T
寵
児
の
ホ
リ

エ
モ
ン
達
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
矢
張

り
政
治
家
の
み
が
そ
れ
を
主
体
的
に

な
し
う
る
。
明
治
維
新
の
西
郷
隆
盛

の
よ
う
な
私
利
な
く
国
を
想
う
政
治

家
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
宗
男
が
復
活
し

た
が
こ
れ
を
支
え
た
地
域
住
民
の
罪

は
大
き
い
。
民
主
主
義
も
ぶ
れ
る
と

衆
愚
政
治
に
な
っ
て
し
ま
う
と
言
っ

た
政
治
家
も
い
た
が
、
自
分
自
身
も

真
の
民
主
主
義
国
家
の
国
民
た
り
え

て
い
る
か
と
自
問
し
続
け
て
い
か
ね

ば
と
思
っ
て
い
る
。
毎
月
真
の
政
治

リ
ー
ダ
ー
不
在
が
引
き
お
こ
す
憤
慨

す
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
あ
る
。

定
年
後
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

中
で
も
憤
慨
す
べ
き
事
多
く
を
覚
悟

し
て
い
る
が
、
穏
や
か
な
心
境
を
保

ち
続
け
て
い
た
い
と
切
望
し
て
や
ま

な
い
。

柘
植
和
夫（
大　

）
１７
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賢（
大　

）
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６０
年
目
・
１２
年
目 

新
た
新
た
な
決
意

な
決
意 

新
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新
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干  
支 
か
ら
見
た

え 

と

　
　
　

日
本
史

　

二
〇
〇
六
年
は
、
十
干

    

十
二

じ
ゅ
っ
か
ん    

支

じ
ゅ
う
に   

に
し

よ
れ
ば
「
丙
戌
」（
ひ
の
え
・
い
ぬ
）

に
あ
た
る
。
歴
史
は
六
十
年
周
期
で

大
転
換
し
て
い
く
。

　

推
古
三
十
四
年
（
六
二
六
年
）

蘇
我
馬
子
が
死
亡
、
息
子
の
蘇

我
蝦
夷
が
大
臣
と
な
る
。

　

朱
鳥
元
年
（
六
八
六
年
）

難
波
宮
が
全
焼
。
持
統
天
皇
が

即
位
。

　

寛
和
二
年
（
九
八
六
年
）

花
山
天
皇
出
家
、
藤
原
兼
家
の

計
で
、
一
条
天
皇
が
即
位
。

　

永
承
元
年
（
一
〇
四
六
年
）

太
政
官
朝
所
、
興
福
寺
焼
け
る
。

　

仁
安
元
年
（
一
一
六
六
年
）

平
清
盛
、
内
大
臣
と
な
る
。

　

文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）

シ
ー
ボ
ル
ト
が
将
軍
と
会
う
。

　

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）

北
海
道
庁
の
設
置
。
ハ
ワ
イ
と

の
渡
航
条
約
に
調
印
。
帝
国
大

学
令
の
公
布
。

　

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）

天
皇
の
人
間
宣
言
。

メ
ー
デ
ー
の
復
活
。
日
本
国
憲

法
が
公
布
さ
れ
た
。

　
　
（
邦
光
史
郎
著「
干
支
か
ら
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
史
」よ
り
）
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大薮守康、瀬尾且二、垣本武郎、所鉦一、前畑成温、浅野恒彦　２２
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森田三郎東１

日比野哲男　４

山口孝夫、斎藤信也工１

下郷三五郎別１

金子馨　８
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鷲尾幸三　２

井箟英之、岡田一、石川茂行、水野敏郎、横関不二男、吉田全広、柴田英正、森谷馨、石黒雅俊　３
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宮川益雄、久野勝利、堀田隆幸、脇田佳男、中島孝宜、布藤久夫、木村芳夫、木村秀夫、吉田正克、伊藤英夫　８

清水吉男、坂東史雄、堀満、大西敏隆、清水一冶、杉田嘉　、山中桂、加藤伸、後藤寅二郎、榊原寛、西村泰徳、
鈴木俊明　９

上原信彦、小島興一、鈴木清司、間瀬俊彦、川瀬幹夫、鷲見公嗣、堀田隆久、桑原誠、水野健治、大野眞一、
深井精興、浅田為正、　１０

小林雍正、赤坂郁昌、内藤嘉美、鶴森昭雄、田中孝行、加藤宣彦、浅野如糧（幹郎）、築山宏一　１１

藤村勝利、伊藤靖久、山田正治、国立徹、古田公三、鬼頭時夫、水野浩、田中慶一郎、榊原昌夫、高野悟　１２

後藤一而、大橋輝彦、佐橋孝、尾形榮一、嶋津導彦、大竹雅司、加藤嘉隆、丹下義友、倉坪和久、吉野祐次郎、
磯貝嘉男、福田勇夫、川村憲一、鈴木慎吾、吉田武久、兵藤雅徳、山田建造　１３

石倉雅夫、望月弘隆、市川弘幸、石原秀夫、森崎敏男、奥谷弘和、青山一道、岡村明光、古橋功朗、藤原寛治、
松木浩、山中正行、早川匡彦、牧野安宏、伊藤仁隆　１４

伊藤英雄、森下昭造、　田稔、杉山皓造、長坂重信、松坂光八郎、室殿智秀　１５

（平成１７年１０月３１日現在）
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氏　　　　名卒回

蜂須賀聡太、桑山邦彦、堀場文夫、竹島毅、井川伸造大１６

阿多博之、戸田一己、柘植和夫、石井卓、川口暢之、川茂進一、簗瀬悠紀雄、滋野輝彦、浅沼和彦、青山政弘、
南寿英二、岩田政三　１７

加藤久典、勝野良信、西尾達彦、川上良彦、水野義久、鈴木幹男　１８

鈴木修、松林茂晴、春木隆助、外山哲男、山口郁夫、浜筆治、岡田敏光　１９

伊藤恵治、冨田敏夫、石井和敏、天野雅裕、山口隆、岩瀬昭一　２０

山内薫、村山明司、岩田寿雄、森本良夫　２１

松下和久、志知明善、脇田秀昭　２２

太田孝夫、大山能孝、高山穣、三輪直樹　２３

野瀬廣司、近藤（神谷）一菜、牛田好紀、吉田誠、杉原隆義　２４

野々山徳雄、児玉正治、片岡嘉幸、伊奈伸夫、尾坂弘吉　２５

玉腰隆志　２７

今尾文明　２９

伊藤請治、今井勝也、奥川正朗　３０

橋本衛、山田康博、渡辺亨、堀洋一、寺西基治　３１

倉田弘継　３２

河合伸幸　３４

堀尾熱生、志賀康仁　３５

日比野厚、渡辺忠守　３７

渡辺輝昭　３８

安井正人、金沢清美、小林靖、鈴木康生　４３

高橋和孝　４４

加藤（村田）まゆみ、鈴木理映子　４６

井上知重、森基樹、大崎和彦　４９

中嶋智士　５１

浅野恵星　５２

小久保智生、杉浦裕樹、原田ちひろ、宇佐見豊、武馬弘和、水谷歩　５３

安藤武司短２

寺倉幸夫　４

長谷川信三　７

※大２６・２８・３３・３６・３９・４０・４１・４２・４５・４７・４８・５０回卒は納入者なし。

【会費納入のお願い】
　本年度の会費納入数は、２００５年１０月３１日現在２７３名で、昨年度より▲８０名と大幅減少
です。会費納入にご協力下さるようお願いします。　

　　　　（宛先）郵便振替：口座番号　００８７０－５－８６６１　加入者名　陵水会名古屋支部
　　　　　　　　銀行振込：滋賀銀行名古屋支店　普通預金　
　　　　　　　　　　　　　口座番号　０５２６１９　口座名　陵水会名古屋支部　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計幹事　水野　浩（大１２）
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石
橋
政
雄（
大
６
）

年
迎
ふ
瘤
隆
々
の
紀
元
杉

　

昨
秋
屋
久
島
の
樹
齢
三
千
年
の
紀

元
杉
を
仰
い
だ
。
我
々
も
こ
の
杉
に

あ
や
か
り
た
い
も
の
と
思
っ
た
。

 
伊
與
正
道（
大
６
）

美
し
く
齢
重
ね
む
明
の
春

　

今
年
は
６
度
目
の
年
男
。
心
身
共

に
充
実
し
た
年
を
送
り
渋
く
光
る
よ

う
な
齢
を
積
み
た
い
も
の
だ
。

 
河
村
實
鏤（
大
７
）

初
伊
勢
や
光
る
勝
男
木
仰
ぎ
ゆ
く

　

伊
勢
神
宮
の
初
詣
は
人
の
波
に
押

さ
れ
や
っ
と
本
宮
に
た
ど
り
着
く
。

勝
男
木
が
日
に
輝
く
の
を
仰
ぎ
、
新

た
な
年
を
言
祝
ぐ
気
持
ち
を
詠
う
。

 
木
村
芳
夫（
大
７
）

初
凪
や
干
潟
の
杭
に
鶚
立
ち

　

藤
前
干
潟
に
は
多
く
の
野
鳥
が
集

ま
り
ま
す
。
タ
カ
科
の
ミ
サ
ゴ
は
魚

食
を
専
門
と
し
ま
す
。

 
倉
坪
和
久（
大　

）
１３

震
え
字
で
届
く
や
母
の
年
賀
状

　

決
し
て
明
る
い
句
で
は
な
い
が
、

還
暦
を
過
ぎ
れ
ば
、
こ
れ
も
め
で
た

さ
の
う
ち
か
と
、
淡
々
と
…
…
。

斉
藤
武
士（
短
２
）

千
打
蕎
麦
粉
は
名
だ
た
る
開
田
産

　

退
職
後
始
め
た
そ
ば
作
り
も
試
行

錯
誤
の
数
年
で
し
た
が
今
年
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
上
出
来
で
し
た
。

 
柴　

宗
平（
大
５
）

幼
ら
も
い
つ
か
掌
合
は
す
初
日
の
出

　

初
日
の
出
を
拝
む
と
園
児
の
孫
も

真
似
て
い
た
。
そ
れ
も
精
々
小
学
生

ま
で
だ
ろ
う
か
な
な
ど
と
思
う
。

南
野
輝
久（
大
５
）

白
刃
の
心
気
一
閃
淑
気
満
つ

　
「
居
合
と
は
人
に
斬
ら
れ
ず
人
斬

ら
ず
己
を
責
め
て
平
ら
か
の
道
」
抜

か
ず
し
て
勝
つ
こ
と
を
極
意
と
す
る
。

 
山
田
寿
男（
大
６
）

初
春
や
狛
犬
凛
と
胸
を
張
り

　

今
年
は
犬
年
�
初
参
り
に
行
っ
た

ら
、
い
つ
も
の
狛
犬
が
自
分
の
干
支

を
誇
示
し
て
い
る
様
に
み
え
た
。

自
句
自
解

  
陵
水
新
春
俳
壇  

税理士 （大10回） 大 野 眞 一  

（有） 
大野眞一税理士事務所  
　大野会計計算センター 

事務所 
 
自 宅  
 
 

名古屋市西区中小田井3丁目223番地 
（ 0 5 2 ） 5 0 4 - 3 5 1 1 　 　 　 　 　  
愛知県西春日井郡師勝町大字六ツ師字町田160-3 
（ 0 5 6 8 ） 2 1 - 0 0 9 9 　 　 　 　 　  

〒452-0822 
 
〒481-0001 〒461-0005　名古屋市東区東桜2丁目4番1号 

TEL（052）932-4500（代）　FAX（052）932-4525

代表社員 
公認会計士 小 島 興 一  
代表社員 
公認会計士 

（大10回） 

（大1１回） 戸 田 一 彦  

　

関
西
学
生
囲
碁
連
盟
O
B
会
主
催

に
よ
る
出
身
大
学
別
の
団
体
対
抗
戦

が
去
る
９
月
４
日
（
日
）に
新
大
阪
駅

前
の
公
文
教
育
会
館
に
て
開
催
さ
れ

た
が
、
我
が
滋
賀
大
学
O
B
も
今
回

初
め
て
参
加
し
、「　

歳
以
上
の
部
」で

６０

３
位
入
賞
と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
た
。

　

大
会
は　

大
学
・
選
手
総
数
２
５

１７

０
余
名
の
参
加
の
も
と
で
行
わ
れ
、
競

技
は　

歳
以
上（
A
・
B
・
２
グ
ル
ー

６０

プ
）・　

〜　

歳（
２
グ
ル
ー
プ
）・　

歳

４０

６０

４０

以
下
の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
上
で
５

人
１
組
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
団
体
対

抗
戦
で
行
わ
れ
た
。

　

我
が
校
は　

歳
以
上
の
部
に
関
西

６０

陵
水
会
囲
碁
部
か
ら
７
人
、
名
古
屋

か
ら
３
人
の
選
手
で
も
っ
て
、
２
チ
ー
ム

を
結
成
し
大
会
に
臨
ん
だ
。

　
　

歳
以
上
A
グ
ル
ー
プ

６０
に
出
場
し
た
滋
賀
大
学
第

１
組
は「
立
命
館
」・「
関
西

大
学
①
」に
は
順
調
に
勝
ち

進
み
、
優
勝
し
た
「
大
阪
大

学
①
」に
は
残
念
な
が
ら
敗

退
し
て
２
勝
１
敗
に
な
っ
た

も
の
の
、
個
々
の
勝
ち
点
が
他
の
大
学

よ
り
勝
り
、堂
々
の
３
位
に
入
賞
し
た
。

【
順
位
】優
勝
…
大
阪
大
学
①　

第
２

位
…
同
志
社　

第
３
位
…
滋
賀
大
学

①【
出
場
者
】・
篠
田
豊（
９
段
、大　

、名
１１

古
屋
）・
神
谷
守
利（
８
段
、大　

、　
１１

大
阪
）・
滝
沢
准
一（
７
段
、大
８
、大

阪
）・
橋
谷
文
雄
（
６
段
、
大
１
、
大

阪
）・
鷲
見
公
嗣（
６
段
、大　

、名
古

１０

屋
）

　

B
グ
ル
ー
プ
に
出
場
し
た
第
２
組
は

「
関
西
学
園
②
」、「
関
西
大
学
②
」、

「
兵
庫
県
立
大
学
」
と
対
戦
し
、
１
勝

２
敗
で
団
体
戦
と
し
て
は
負
け
越
し

は
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
第
６
位
に
入

賞
と
予
想
以
上
に
健
闘
し
た
。

【
順
位
】優
勝
…
大
阪
府
立
大
学
②　

第
２
位
…
京
都
大
学
②　

第
３
位
…

関
西
大
学
②

【
出
場
者
】・
木
船
一
男（
６
段
、大　

、
１２

大
阪
）・
細
井
専
司（
５
段
、大
９
、大

阪
）・
水
野
健
治（
５
段
、大　

、名
古

１０

屋
）・
浅
野
一
通
（
４
段
、
大
７
、
大

阪
）・
田
中
秀
和（
４
段
、大　

、大
阪
）

１０

　

試
合
前
に
は
１
勝
が
出
来
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
予
想
に

反
し
て
大
健
闘
で
あ
り
、
又
ア
マ

チ
ュ
ア
の
囲
碁
界
を
代
表
す
る
巨

豪
を
有
す
る「
京
都
大
学
」・「
大

阪
大
学
」・「
神
戸
大
学
」等
と
対

等
に
戦
え
た
事
で
大
会
終
了
後

の
反
省
会
は
お
お
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。　　
〔
水
野
健
治（
大　

）記
〕

１０

『
囲 
碁
』
関
西
地
区

大
学
O
B
対
抗
戦（
団
体
）

に
3
位
入
賞

（３）
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【
お
詫
び
】

　

前
回
の
「
総
会
号
」
に
お
い
て
、

広
告
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

■
今
井
田
昭
三
氏（
大　

）協
賛
広
告

２２

　
　
　
　
　
（
誤
）　　
　
（
正
）

　

会
社
名
「
山
陽
」
↓
「
三
陽
」

■
山
田
康
博
氏
（
大　

）
協
賛
広
告

３１

住
所（
誤
）清
洲
市
清
洲
中
町　

番
地

２９

　
　
（
正
）清
須
市
清
洲
田
中
町　

番
地

２９

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
二
回

発
行
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
一

層
の
原
稿
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大　

）
１５

�
�
０
５
２
‐
７
５
１
‐
２
０
１
０

E
‐ mail

m

‐ yoshida52@
yahoo.co.jp

■工作機械　■メカトロニクス製品　■自動車部品 

主要製品  
税理士 （大1４回） 奥 谷 弘 和  

奥谷弘和税理士事務所 

事務所 
電 話  
 
 

碧 南 市 山 神 町 7 - 2〒447-0869
（ 0 5 6 6）4 1 - 1 1 5 5

　
「
陵
水
会
名
古
屋
支
部
」
で
は
、
平

成
９
年
か
ら
毎
月
一
回
「
交
友
サ
ロ

ン
」
を
開
催
し
続
け
て
い
ま
す
。
名

づ
け
て
『
陵
水
亭
』。

　

亭
主
の
倉
坪
さ
ん
（
大　

）
は
、

１３

た
と
え
一
人
っ
き
り
で
も
、
必
ら
ず

待
っ
て
い
ま
す
。
驚
く
な
か
れ
倉
坪

さ
ん
は
、
一
滴
の
酒
も
飲
め
ず
に

ウ
ー
ロ
ン
茶
で
歓
待
し
て
く
れ
ま
す
。

2006 年名古屋陵水会総会決定�
　１８年度の陵水会名古屋支部総会が次の日
程に決まりました。今回は大学卒業第１９回生
が幹事となります。我々は、大学紛争を経た
団塊の世代に当たります。現在、皆様が興味
のある新企画のものを検討中ですので、こ
ぞってご参加頂きますようお願いします。
　　　　　　　　記
日時：平成１８年６月９日（金）１８：３０～２１：３０
場所：名鉄グランドホテル（メルサ１１階）

　２００６年総会代表幹事　山口郁夫（大１８・幹事）

和風料亭乃味 

TEL052‐953‐2820

〒460-0003

　　0120‐489953

名古屋市中区錦3‐5‐4

〈桜通り〉 

テレビ塔 

セントラルパークアネックスビル10F

唐観月 

（
久
屋
大
通
り
） 

Ｎ 

　
『
陵
水
亭
』
ご
案
内　

〈
時　
　

間
〉　

原
則
と
し
て
毎
月
第
３
金
曜

　
　
　
　
　
　

日
午
後
６
時　

分
〜

３０

〈
場　
　

所
〉　

錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」　

階
１０

　
　
　
　
　
　
『
唐
観
月
』

〈
会　
　

費
〉　

５
、０
０
０
円

※
会
場
入
口
で「
陵
水
会
」を
名
乗
っ
て
下
さ
い
。

　

Ｈ　
　

１
月　

日（
金
）　

１８

２０

　
　
　
　

２
月　

日（
金
）

１７

　
　
　
　

３
月　

日（
金
）

１７

　
　
　
　

４
月　

日（
金
）

２１

　
　
　
　

５
月　

日（
金
）

１９

　
　
　
　

６
月　

日（
金
）

１６

一
、二
〇
〇
五
年
度
の
成
績

（
春
期　

第
五
十
一
回
）

開
催
日
／
４
月　

日　

水
曜
日

１３

場　

所
／
冨
士
C
C
美
濃
ゴ
ル
フ
場

参
加
者
／　

人
１３

競
技
法
／
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

優
勝　

酒
井
盛
雄
（
大　

回
）

１３

二
位　

新
沢
高
明
（
大　

回
）

１３

三
位　

西
村
泰
徳
（
大
９
回
）

（
秋
期　

第
五
十
二
回
）

開
催
日
／　

月　

日　

木
曜
日

１１

２４

場　

所
／
東
名
古
屋
C
C
東
コ
ー
ス

参
加
者
／　

人
１０

競
技
法
／
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

優
勝　

清
水
一
冶
（
大
９
回
）

二
位　

木
村
芳
夫
（
大
８
回
）

三
位　

酒
井
盛
雄
（
大　

回
）

１３

二
、現
状
と
お
願
い

■
最
近
の
参
加
人
数
は
、　

〜　

名
に
減
っ
て
い
ま
す
。

１４

１５

　

最
盛
期
の
参
加
人
数　

名
前
後
を
目
指
し
て
、
昨
年
か
ら
新
企
画
で
実
施
。

３０

■
平
日
コ
ン
ペ
企
画
に
よ
り
、
参
加
費
の
軽
減
と
混
雑
回
避
を
狙
い
ま
し

　

た
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
�

■
今
春　

第　

回
予
定

５３

２
０
０
６
年
４
月
６
日
（
木
）

東
名
古
屋
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
費
１
７
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

清
水
一
冶
（
大
９
）

■
参
加
者
が
増
え
て
、
楽
し
い
コ
ン
ペ
と
す
る
た
め
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

　

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
盛
雄
（
大　

）
記

１３

　
名
古
屋
陵
水
会
ゴ
ル
フ
会
の
報
告　
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